
３　Ｇビズ IDとの連携によるe-Taxの利便性の向上

　Ｇビズ ID ※利用者の利便性の向上に資する観点から、法人については、Ｇビズ ID を用いて e-Tax
にログインできるようにするなど、利便性の向上が図られました。

【制度の概要】
　e-Tax により申請等を行う場合には、e-Tax の「ID（識別符号）・パスワード（暗証符号）」を入力して、
「電子署名・電子証明書」を付して送信しなければなりません。

【改正の内容】
　法人については、Ｇビズ ID（一定の認証レベルを有するものに限る）を用いて e-Tax にログインする
場合には、e-Tax の「ID（識別符号）・パスワード（暗証符号）」の入力及びその申請等の際の「電子署
名・電子証明書」の送信を要しないこととされました。

※　「Ｇビズ ID」とは、行政手続等において手続を行う法人等を認証するための仕組みをいいます。

ログイン方法 e-Tax の ID・パスワード 電子署名・電子証明書

法人ユーザー
原則 要 要

Ｇビズ ID 要　⇒　不要 要　⇒　不要

　適用時期　
「適用時期」に誤りがございました。お詫びして以下のように訂正いたします。
　（正）今後、関係法令等の改正が行われ、適用時期が明らかになる予定です。
　（誤）令和 6年 4月 1日以後、Ｇビズ IDを用いて e-Tax にログインする場合に適用されます。

  

e-Tax の ID パスワード
に代えて、G ビズ ID を
用いてログインが可能

《改正後①》
G ビズ ID を用いてログ
インした場合には、「電
子署名・電子証明書」
の送信が不要

《改正後②》

会　社

ログイン

 ｅ－Ｔａｘ

送信

税務署申請等の
データ

電子署名
電子証明書

30


